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   岐阜県の観光の現状 

 

１ 本県の観光の現状 ～令和６年岐阜県観光入込客統計調査より～ 

（１）観光入込客数（延べ）・観光消費額 

 

 区  分 Ｒ６[2024]年 参考：Ｒ５[2023]年 参考：Ｒ１[2019]年 

観光入込客数 

（延べ人数） 

６，６５５万７千人 

（対 R5 年比 ＋ 7.0％） 

（対 R1 年比 △ 7.1％） 

６，２２１万９千人 ７，１６２万８千人 

行祭事・イベント 

入込客数（延べ人数） 

６４２万８千人 

（対 R5 年比 ＋ 3.0％） 

（対 R1 年比 △31.3％） 

６２３万９千人 ９３５万４千人 

観光入込客数 

（実人数） 

４，４６９万８千人 

（対 R5 年比 ＋ 2.4％） 

（対 R1 年比 △ 6.9％） 

４，３６４万９千人 ４，７９９万５千人 

内 訳 

 

日帰り客 

(83.4％) 

 ３，７２８万２千人 

（対 R5 年比 △ 1.1％） 

（対 R1 年比 △10.9％） 

  ３，７７０万８千人 ４，１８２万人 

 

宿 泊 客 

(16.6％) 

【うち外国人】 

７４１万６千人 

（対 R5 年比 ＋24.8％） 

（対 R1 年比 ＋20.1％）  

【１６５万人】 

（対 R5 年比 ＋118.7％）

（対 R1 年比 ＋ 41.4％） 

５９４万人 

  

【７５万４千人】 

 

 

６１７万５千人 

 

【１１６万７千人】 

 

 

１ 
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 区  分 Ｒ６[2024]年 参考：Ｒ５[2023]年 参考：Ｒ１[2019]年 

観光消費額 

４，０１２億７３百万円 

（対 R5 年比 ＋31.8％） 

（対 R1 年比 ＋36.8％） 

３，０４３億５５百万円 ２，９３２億８３百万円 

内 訳 

日帰り客 

１，４００億９０百万円 

（対 R5 年比 △ 2.4％） 

（対 R1 年比 △ 4.1％） 

１，４３４億８７百万円 １，４６１億３３百万円 

宿 泊 客 

２，６１１億８３百万円 

（対 R5 年比 ＋62.4％） 

（対 R1 年比 ＋77.5％） 

１，６０８億６７百万円 １，４７１億５０百万円 

※千人未満を四捨五入しているため、対前年比に誤差が生じることや、内訳の計と合計が一致しないことがある。 

※宿泊客の「うち外国人」については、観光庁の宿泊旅行統計調査における本県の外国人延べ宿泊者数をもとに算出している。 

（令和６年外国人延べ宿泊者数 １９２．９万人） 

 

○ 観光入込客数（延べ人数） 

・６，６５５万７千人（対前年比＋7.0％）となり、前年に比べ増加した。 

○ 行祭事・イベント入込客数（延べ人数） 

・６４２万８千人（対前年比＋3.0％）で、前年に比べ増加した。 

○ 観光入込客数（実人数） 

・４，４６９万８千人（対前年比＋2.4％）と、前年に比べ増加した。 

○ 観光消費額 

・総額は４，０１２億７３百万円（対前年比＋31.8％）で、うち日帰り客分は    

１，４００億９０百万円（対前年比△2.4％）、宿泊客分は２，６１１億８３百万

円（対前年比＋62.4％）であった。 

○ 主な傾向 

・令和６年は、新型コロナウイルス感染症による外出自粛の影響を受けなくなった

ことで、観光入込客数（実人数）は前年に比べ増加しており、特に宿泊客数が大

きく伸びた。 

・インバウンドについては、航空便の回復や円安により訪日観光需要が拡大し、前

年のみならず令和元年度を大きく上回った。 

・観光消費額は、入込客数の増加や宿泊料等の上昇に伴い、宿泊客では前年を大き

く上回った。 

・一人当たりの平均消費額については、宿泊客分が大きく伸びた反面、日帰り客分

は減少した。 
 

＜一人当たり平均消費額＞ 
       ［Ｒ５年］        ［Ｒ６年］ 

日帰り：  ３，８０５円→ ３，７５８円（対前年比△ 1.2％・対 R1 年比＋ 7.6％） 

宿泊客：２７，０８０円→３５，２１９円（対前年比＋30.1％・対 R1 年比＋47.8％） 
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（２）観光地点別の集客数（県内トップ１０） 
（単位：万人） 

順位 観光地点名 
入込 

客数 

参考:R5[2023]年 参考:R1[2019]年 

順位 入込客数 順位 入込客数 

1 土岐プレミアム・アウトレット（土岐市） 477.1 1 479.1 1 668.3 

2 河川環境楽園（各務原市） 445.4 2 418.4 2 477.5 

3 高山市街地エリア（高山市） 387.1 3 346.8 3 382.7 

4 白川郷合掌造り集落（白川村） 200.0 5 163.8 4 203.1 

5 伊奈波神社（岐阜市） 179.5 6 139.0 7 147.5 

6 湯の華アイランド（可児市） 166.8 4 164.7 5 168.5 

7 千代保稲荷神社（海津市） 122.1 8 124.1 6 160.6 

8 岐阜公園（岐阜市） 121.9 9 123.0 11 102.2 

9 岐阜メモリアルセンター（世界イベント村ぎふ）（岐阜市） 120.7 11 107.9 8 142.1 

10 千本松原・国営木曽三川公園（海津市） 116.8 10 119.2 9 136.4 
 

○ 観光地点毎の入込客数は、１位から３位までの地点の順位に変動はなかった。 

○ 令和５年に比べ、インバウンドの増加もあり、「白川郷合掌造り集落」が２２．１％増、

「高山市街地エリア」が１１．６％増となるなど、特に飛騨地域の観光地点で入込客数

が増加した。 

○「国際陶磁器フェスティバル美濃」（多治見市）や「南飛騨 Art Discovery」（下呂市）の

イベント開催市の観光地点で入込客数が増加した。 

 

（３）行祭事・イベント入込客数（県内トップ１０） 
（単位：万人） 

順位 行催事・イベント名 
入込

客数 

参考：R5[2023]年 参考：R1[2019]年 

順位 入込客数 順位 入込客数 

1 高山祭（高山市） 37.0 4 28.0 2 40.0 

2 ぎふ信長まつり（岐阜市） 36.0 1 44.0 5 34.0 

2 道三まつり（岐阜市） 36.0 2 41.0 3 38.0 

4 郡上おどり（郡上市） 25.7 3 30.1 6 30.8 

5 各務原市桜まつり（各務原市） 22.8 5 21.1 7 29.0 

6 刃物まつり（関市） 18.0 7 15.0 - - 

7 チューリップ祭（海津市） 17.0 6 18.4 10 20.6 

8 大垣まつり（大垣市） 16.0 20 8.0 4 37.0 

8 水都まつり（大垣市） 16.0 10 13.0 15 14.0 

10 たじみ陶器まつり（春）（多治見市） 15.0 7 15.0 13 16.0 

10 土岐美濃焼まつり（土岐市） 15.0 12 12.0 15 14.0 
 

〇 前回４位であった「高山祭」（高山市）が県内トップとなった。天候によって入込が

大きく変動するため、前年に比べ天候に恵まれたことが要因と考えられる。同様に「大

垣まつり」（大垣市）が入込客数を伸ばして上位にランクインした。 
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（４）観光客の内訳 

①日帰り・宿泊別観光入込客数の割合 

令和６年の観光入込客数（実人数）は        

４，４６９万８千人であり、日帰り・宿 

泊別にみると、日帰り客は３，７２８万 

２千人（構成比 83.4％）、宿泊客は                       

７４１万６千人（構成比 16.6％）であり、

依然として日帰り客が多くを占めた。 

（図１） 

 

 

②居住地別観光入込客数の割合 

居住地別に見ると、県全体では県内客 

は１，５３５万人（構成 34.3％）、県外 

客は２，９３４万８千人（構成比 65.7％） 

と、県外客が多くを占めた。 

県外客のうちおよそ６割が東海地方 

からであり、以下、近畿地方（9.1％）、 

関東地方（7.5％）と続いている。（図２） 

 

 

②年齢別・男女別観光入込客数 

年齢別では、６０歳以上が 33.2%と最 

も多く、続いて５０歳代、４０歳代、  

３０歳代と続く。 

男女別では、男性は２，３４９万１千

人（構成比 52.6％）、女性は２，１２０

万７千人（構成比 47.4％）と、男性が多

い傾向がある。（図３） 

 

 

 

④利用交通機関別観光入込客数 

利用交通機関別に見ると、自家用車が 

最も多く全体の 76.9％を占めている。一 

方、前年に比べ、路線バス（1.9％→ 

2.3％）、貸切バス（3.9％→4.4％）、そ 

の他（9.8％→10.2％）の割合が増えて 

いる。（図４） 
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⑤同行者別観光入込客数 

同行者別では、「団体旅行」の割合は全 

   体の 2.3％にとどまり、「家族」が 65.3％ 

と最も多く、次いで「友人」が 15.8％と、 

例年同様、個人旅行が主流となっている。 

同行者人数別では、「（本人を含め）２ 

～３人」が最も多く全体の 65.2％を占め、 

続いて「１人（同行者なし）」が 15.3％ 

であった。（図５） 

 

 

⑥観光地分類別観光入込客数の割合 

観光地分類別では、「道の駅等」                                         

（26.1％）、「歴史・文化」（24.9％）、「ス 

ポーツ・レクリエーション」（20.8％）の 

順に多く、以下、「都市型観光（買物・食 

等）」（12.3％）、「温泉・健康」（12.3％）、 

「自然」（3.7％）と続いている。（図６） 

 

 

（５）外国人宿泊者数（延べ人数） 

外国人延べ宿泊者数は（延べ人数）は１９２．９万人であり、令和５年に比べ、76％

増となった。国籍別に見ると、中国が２１．５万人で最多、次いで台湾が１８．４万人、

香港が１２万人と続いている。 

 

 

（６）経済波及効果（試算） 

令和６年の県内観光消費による経済波及効果（観光関連産業の経済波及効果）を試算

したところ、生産誘発額は６，０８０億９５百万円、就業誘発効果は６３，４５８人と

なった。 
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世界に選ばれる持続可能な観光地域づくり（令和６年度の取組） 

1 サステイナブル・ツーリズムの推進  

（１）地域資源の保全・活用による観光地域づくり 

①「住んでよし、訪れてよし」の地域づくりの促進 

  世界に選ばれる観光地域づくりに向けて、「NEXT GIFU HERITAGE～岐阜未来遺産～」な

ど、各地域の取組を支援し、観光をテーマに「稼げる」地域づくりを促進した。 

 

■ 持続可能な観光地づくり国際ネットワーク（ＩＮＳＴＯ）への加入 

 世界観光機関（UN Tourism）が主宰する「持続可能な観光地づくり国際ネットワ

ーク（ＩＮＳＴＯ）」に全国で唯一加入。指標に基づくモニタリングと評価を行い、

観光関係者による協議会で定期的に情報を共有 

  

■ 「NEXT GIFU HERITAGE～岐阜未来遺産～」の支援 

    持続可能な観光の国際指標を取り入れ、本県の持続可能な観光の先進的取組であ

り、世界から選ばれる旅先となり得る地域・観光プログラム「NEXT GIFU HERITAGE

～岐阜未来遺産～」の認定地域が行う魅力向上や受入環境整備を重点的に支援 

・「NEXT GIFU HERITAGE～岐阜未来遺産～」応援事業［３件、64,989千円］ 

 

■ 岐阜未来遺産プロモーションの実施 

    認定プログラムのサステイナブルな魅力を国内外に発信し、誘客につなげるため、 

多言語のパンフレット、ＰＲ動画を作成 

 

■ 「清流の国ぎふ」観光振興事業費補助金による地域への支援 

「岐阜未来遺産」認定地域の取組や、地域主体の観光回廊づくりなど、市町村、

観光事業者、観光関係協議会等が実施する観光振興の取組を支援 

・「NEXT GIFU HERITAGE～岐阜未来遺産～」応援事業［３件、64,989千円］(再掲) 

・サステイナブル・ツーリズム推進事業［１件、5,000千円］ 

・木曽川中流域観光資源魅力向上推進事業［４件、5,248千円］ 

・その他（観光回廊づくり事業など）［２７件、38,601千円］ 

 

■ インバウンド高付加価値化の推進 

訪日外国人個人旅行者向けに高付加価値な着地型体験コンテンツを造成するとと

もに、海外旅行博等において本県のサステイナブル・ツーリズム等のプロモーショ

ンを実施 

［造成本数］４０本 

［内  容］着地型体験商品（文化・歴史・伝統・匠の技など） 

 

２ 
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■ 長良川流域における周遊・滞在型観光地域づくりの推進 

○サステイナブル・ツーリズム理解促進事業 

・情報共有・意見交換会の定期開催（計８回） 

・インバウンド観光マーケティング調査 

・サステイナブル研修会の開催 

○持続可能な観光地プロモーション事業 

・大規模観光展「ツーリズムＥＸＰＯジャパン２０２４（9/26～29、東京ビッグサイ

ト）」でプロモーションを実施 

・ＶＪＴＭにおける海外旅行会社との商談 

・岐阜県教育旅行セミナーへの出展 

・長良川流域ブランディング戦略の策定 

・インバウンド向けＷＥＢランディングページの作成 

 

■ 「東美濃歴史街道」を核とした周遊観光の促進 

   ○首都圏プロモーション事業 

    ・東美濃地域の様々な文化や資源の首都圏における認知向上及び誘客促進のため、

プロモーションを実施（計３回、６日間） 

   ○中京圏プロモーション 

    ・中京圏の観光客等に対し東美濃地域の認知向上及び周遊促進のため、プロモー

ションを実施（計６回、１５日間） 

 

■ 木曽川中流域における周遊・滞在型観光地域づくりの推進 

  〇フラッグシップイベント「日本ライン・KISOGAWA River to Summit 2024」を開催 

    ［開催日］令和６年１０月２６日（土）、２７日（日） 

    ［会 場］木曽川中流域一帯（リバーポートパーク美濃加茂、日特スパークテッ

クＷＫＳパーク、日本ラインロマンチック街道行幸公園、犬山城リバ

ーサイド会場） 

    ［内 容］川遊び（ジェットボート、船上サウナ、遊覧船等）、トレイルランニン

グ、ガストロノミー・ウォーキング、マルシェ 等 

    ［来場者］約１４，０００人 
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② ユニバーサルツーリズムの普及促進 

誰もが安心して県内を旅行できる仕組みを構築し、新たな観光需要の創出による観光

消費額の増加を図るため、障がい者団体等からなる岐阜県バリアフリー観光推進協議会

と連携し、県内のバリアフリー状況などの情報発信を実施した。 

 

■ ウェブサイト「ふらっと旅ぎふ」でのバリアフリー観光情報の発信 

 

■ ウェブサイト「ふらっと旅ぎふ」の利便性の向上と情報発信力の強化 

〇ウェブサイト「ふらっと旅ぎふ」の改修 

交通情報の充実やバリアフリースポットの検索機能強化、多言語対応等 

 

〇モデルコースの造成・ブラッシュアップ 

 障がい当事者やバリアフリー調査員、ユニバーサルツーリズムの知見を有する

旅行会社から助言を受けながら、モデルコースの造成・ブラッシュアップを実施

し、「ふらっと旅ぎふ」で情報発信 

    ・［新規モデルコース］３コース 

・[既存のモデルコースのブラッシュアップ]１０コース 

 

■ ユニバーサルツーリズムに関する啓発セミナーの開催 

     観光・宿泊施設、観光協会、市町村等の観光関係者を対象に、ユニバーサルツー

リズムの基礎知識や、配慮が必要な方への対応方法等について学ぶセミナーを開催

するとともに、宿泊施設を訪問して講師による個別アドバイスを実施 

〇セミナー 

テーマ：ＬＧＢＴＱツーリズム基礎セミナー      

講 師：（株）アウト・ジャパン 取締役会長 小泉 伸太郎 氏 

   〇個別訪問によるアドバイス 

講師が宿泊施設３施設を訪問し、ＬＧＢＴＱの受入に関するアドバイスを実施 
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（２）関ケ原古戦場を核とした戦国・武将観光の推進  

① 戦国・武将を切り口とした広域周遊観光の推進 

壬申の乱、関ケ原の戦いと天下分け目の合戦が２度繰り広げられ、歴史資源としての

知名度も高い関ケ原古戦場を中心に、県内外の戦国・武将観光資源をつなぎ合わせ、広

域周遊観光を推進した。 

 

■ 関ケ原古戦場イベント 

岐阜関ケ原古戦場記念館を中核として、関ケ原古戦場一帯で、「大関ケ原祭２０２４

（関ケ原ナイト、メインイベント）」を開催 

〇関ケ原ナイト 

［期  間］令和６年９月７日（土） 

［会  場］笹尾山駐車場特設ステージ 

［概  要］ ・野外朗読音楽絵巻「追憶－関ケ原外伝 歴史の分水嶺～慶長五年

九月十五日～」 

   ○メインイベント  

［期  間］令和６年１０月１９日(土)・２０日（日） 

［会  場］関ケ原古戦場一帯 

［概  要］ ・関ケ原研究大会「基調講演」、「パネルディスカッション」    

 ・東西対決 花いけバトル 

                  ・天下分け目の関ケ原東西人間将棋 

・海外古戦場スペシャルトーク 

・戦国武将観光ＰＲ出展 

 

■ 史跡等の整備   

関ケ原町が行う石田三成陣地（笹尾山）の樹木伐採工事など、史跡周辺の環境整

備を支援 

 

■ 県内市町との連携強化 

戦国・武将観光資源を有する県内２２市町で構成する「岐阜戦国・武将観光推進

連絡会」による取組を実施 

 

■ 全国規模のお城イベントへのブース出展 

   県内の戦国関連史跡をＰＲするため、全国規模のお城イベントに「岐阜戦国・武

将観光推進連絡会」と連携しブースを出展 

   〇大阪・お城フェス 令和６年 ８月１０～１２日（大阪市） 

   〇お城ＥＸＰＯ   令和６年１２月２０～２１日（横浜市） 

   〇にっぽん城まつり 令和７年 ３月 １～ ２日（名古屋市） 
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■ 広報ツールの制作 

   「岐阜戦国・武将観光推進連絡会」と連携し、ＰＲパネルや映像等を制作 

○武将パネル 

（竹中半兵衛、森長可・乱丸、織田信長、金森長近、明智光秀、可児才蔵） 

○お城タペストリー、ドローン映像 

（美濃金山城、苗木城、菩提山城、岐阜城、大垣城、岩村城、大桑城、小島城） 

○文化パネル 

（関の刃物、美濃和紙、美濃焼） 

 

■ 首都圏メディアに対するＰＲ活動 

   首都圏等での認知向上につなげるため、本県の戦国・武将観光資源の魅力をニュ

ースリリースの配信、記者発表会、取材誘致、ＳＮＳ投稿により発信 

 

■ 近隣自治体との連携プロモーション 

    滋賀県及び福井県と連携し、イベントへの相互出展等のプロモーションを実施 

    〇３館連携（岐阜関ケ原古戦場記念館、一乗谷朝倉氏遺跡博物館、安土城考古博 

物館）による相互のブース出展 

・安土城考古博物館への出展（令和６年９月２８日（土）） 

・一乗谷朝倉氏遺跡博物館への出展（令和６年１０月５日（土）） 

・安土城考古博物館による岐阜関ケ原古戦場記念館でのミニ企画展 

［期間］令和６年１１月８日～令和７年３月３１日 
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２ 観光人材の確保・育成及び生産性の向上 

（１）地域連携による観光人材の確保・育成 

  宿泊事業者の人材確保に向けたモデル事業を実施するとともに、地域の観光事業者等

を対象に観光人材の育成研修を実施した。 

 

■ 宿泊事業者の人材確保モデル事業の実施 

    宿泊事業者の採用力強化・人材定着に向け、セミナーを実施するとともに、民間

の人材採用プラットフォームを活用した求人・採用を飛騨地域で実証 

    ［民間プラットフォームによる採用者数］４１人 

 

■ 観光人材育成研修の実施 

    地域ＤＭＯ、市町村、観光協会、観光事業者等を対象に、データの分析・活用方

法や効果的な情報発信の方法について学ぶ観光人材育成研修を実施（岐阜県観光連

盟主催） 

    ・位置情報データ活用研修：２回実施 

    ・情報発信研修：３回実施 

    ・高付加価値サービス提供研修：１回実施 

 

（２）デジタル技術等の活用による生産性向上の取組支援 

  宿泊事業者の差別化・高付加価値化の取組を促進するため、セミナーや個別相談会を

開催した。 

 

■ 「稼ぐ力」向上セミナーの開催 

宿泊事業者を対象に、専門家を招へいし、県内各地においてマーケティングを活

用した「稼ぐ力」向上セミナーを開催 

    ［セミナー実施回数］８回 ［延べ参加者数］１８８人 

    ［個別相談会参加事業者数］１２事業者 
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３ 観光消費拡大に向けた誘客プロモーションの展開 

（１）ターゲット層のニーズに合わせた魅力発信 

① じまんの資源の魅力を最大限活用した誘客プロモーションの展開 

  旅行博やイベント等を通じて、ターゲット層に合わせた本県ならではの観光資源の魅

力発信及び誘客プロモーションを実施した。 

 

■ 観光ＰＲキャラバン隊によるプロモーション 

観光ＰＲキャラバン隊を各地で開催されるイベント等に派遣 

    ［派遣日数］年間５０日（首都圏７日、関西圏６日、中京圏３７日） 

 

■ ＰＲツールの配付 

エリア Walker特別編集版として、季刊情報誌「岐阜っぽ。」を企画制作し、県内

外のイベント、県内市町村（観光協会等）、ＮＥＸＣＯ中日本管内ＳＡ、道の駅等

で配布 

    ・夏号（ ６月発行）：５万１千部 

    ・秋号（ ９月発行）：８万６千部 

    ・冬号（１２月発行）：４万６千部 

・春号（ ３月発行）：４万９千部 

 

■ アジア・欧米豪からの誘客促進 

アジア・欧米豪をターゲットに、国や近隣県・関係機関等との連携のもと、各種誘

客事業を展開 

      〇現地における情報発信（観光レップ・ＰＲエージェンシー等活用） 

［実施件数］８件（委託） 

［対 象 国］アメリカ、オーストラリア、中国（２件）、台湾、タイ、インドネ

シア、マレーシア 

   〇海外旅行博等への出展 

     ［実施件数］１２件 

［対 象 国］アメリカ、フランス、スペイン、オーストラリア、香港、台湾（２件）、 

タイ（２件）、シンガポール、マレーシア、インドネシア 

   〇現地旅行会社・メディアの招請 

      ［実施件数］８件 

      ［対 象 国］アメリカ、イギリス、オーストラリア、欧州（ドイツ、スイス）、

台湾、韓国、中国 
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■ インバウンド高付加価値化の推進（再掲） 

訪日外国人個人旅行者向けに高付加価値な着地型体験コンテンツを造成するとと

もに、海外旅行博等において本県のサステイナブル・ツーリズム等のプロモーショ

ンを実施 

［造成本数］４０本 

［内  容］着地型体験商品（文化・歴史・伝統・匠の技など） 

 

① 時勢を捉えた誘客プロモーションの展開 

  近隣県及び関係機関と連携し、広域周遊観光の誘客プロモーションを実施した。 

 

■「ぎふ旅コイン付ドライブプラン」の造成・販売 

ＮＥＸＣＯ中日本と連携し、県内を含む周遊エリアの高速道路周遊パスと電子観

光クーポン「ぎふ旅コイン」をセットにしたドライブプランを造成・販売 

［利用件数］２，５９７件 

 

■ 富山県と連携した広域観光の推進 

飛騨地域及び富山県の周遊エリア内の高速道路が２日間または３日間乗り放題

となる「飛騨・富山ドライブプラン」を造成・販売 

［利用件数］１，３１４件 

 

■ 石川県、福井県と連携した環白山エリアの広域観光の推進 

環白山広域観光推進協議会（３県と関係市町村）において、パンフレット作成やウ

ェブを活用したプロモーションを実施 

 

■ 航空会社・空港と連携した誘客促進 

航空会社と連携して、イギリスからメディアを招請し、本県の知名度向上と中部

国際空港への直行便の復活・増便を図った。 

〇航空会社（フィンエアー）と連携したイギリスメディア招請   

 

■ 全国知事会による海外プロモーション 

初開催の全国知事会による海外プロモーション（フランス）に参加し、岐阜県ブ

ースにて観光・食・モノをＰＲし、本県への更なる誘客を促進 

〇観光プロモーション 

・日 時：令和６年１０月２２日（月） 

・場 所：在仏日本大使公邸 

・参加者：下川大使、３県知事（宮城・岐阜・三重）、全国知事会、６県担当者

等、現地旅行会社、メディア等 約１００名 
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■ 大阪観光局と連携した誘客促進 

大阪観光局と連携して、アジアで初めて大阪で開催された「ＩＧＬＴＡ世界総会

大阪大会」に参加し、商談会やレセプション等において岐阜県のＰＲを行ったほか、

総会に参加したＬＧＢＴＱ旅行者やメディアをエクスカーションとして岐阜県へ招

請した。 

〇ＩＧＬＴＡ世界総会２０２４大阪大会 

 ・商談会、オープニングレセプション、総会、エクスカーション等 

 

（２）国内外へのデジタルプロモーションの推進 

① 官民連携によるデジタルマーケティングの推進 

 デジタルマーケティング手法を活用して、国内外へプロモーションを実施するととも

に、県内観光関係者のマーケティング人材の育成を促進した。 

 

■ 観光人材育成研修の実施（再掲） 

    地域ＤＭＯ、市町村、観光協会、観光事業者等を対象に、データの分析・活用方

法や効果的な情報発信の方法について学ぶ観光人材育成研修を実施（岐阜県観光連

盟主催） 

    ・位置情報データ活用研修：２回実施 

    ・情報発信研修：３回実施 

    ・高付加価値サービス提供研修：１回実施 

 

■ 位置情報分析ツールの活用 

位置情報分析ツール「おでかけウォッチャー」を活用した観光客の動向分析及び

データに基づいた観光誘客促進事業を実施（岐阜県観光連盟） 

 

■ デジタルマーケティング手法を活用した情報発信 

外国人向け観光情報サイトを活用し、本県が誇るサステイナブルな魅力を効率的 

かつ効果的に世界に発信する仕組みを強化 

［外国人向け観光情報サイトＰＶ数］約１２６万ＰＶ 

 

  ■ 電子観光クーポン「ぎふ旅コイン」の活用 

    観光需要の創出、観光消費の拡大を図るため、プレミアム付き「ぎふ旅コイン」

を販売するとともに「ぎふ旅コイン」利用データ及びアンケート結果を分析したキ

ャンペーンを実施 

［利用実績］   約３億円 

［アプリ登録件数］約８８万件（Ｒ７.３月時点） 

［登録店舗数］  約１，９００件（Ｒ７.３月時点） 
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＜参考資料＞ 

 みんなでつくろう観光王国飛彈・美濃条例 
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令和７年度版 飛騨・美濃じまん白書 

～令和６年度 飛騨・美濃じまん運動の進捗について～ 

 

岐阜県 観光文化スポーツ部  

令和８年１月  

 


